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「環境基本計画」では市の環境をよりよくする上で、他の施策より優先的に取組むことが必要な施策

や着実な進展が求められている事項について、市が取組みを進めている個別目標の中から「重点プロジ

ェクト」を設定しています。 

 

 ３-１ 里山の保全・活用モデル事業の推進 （重点プロジェクト①）   

【 中心となる担当課 ： 都市整備課 】 

 

 

 

 

 

 平成 17年度実施状況  
 
印西市では結縁寺地区をモデル地区に設定し、

里山の保全・活用事業を進めています。平成 17

年度は結縁寺周辺の住民とボランティアにより、

結縁寺門前の蓮田が整備され、管理を行っていま

す。これまでに整備してきた散策路とともに地域

のシンボルとして、歴史文化財と周辺環境の保

全・活用が図られたと考えます。 

 

 

 平成 18年度の予定  
 
結縁寺地区をはじめとした市内の里山環境について、農業従事者、周辺住民と協力・連携を図

りながら保全・活用を検討していきます。 

 

 

農家や地元の方々の暮らしの中で育まれてきた樹林地、農地、水路、歴史・文化財などが共存

する里山環境を守るために、先進的な事業を展開し、農業従事者と周辺住民との交流、住民に

よる樹林地の維持管理、新鮮な農作物の供給、高齢者の生きがいづくり等につなげていきます。

里 山 動植物 

ため池・ 
水路・湧水 田 樹林地 

文化財・行事 

   農業経営・地元の人々と日常の暮らし   市民・ボランティア       行 政 

【 自然環境 】             【 生活環境 】         【 歴史や文化 】      
・地域のシンボルとしての門前の池の整備   ・地区内の道路整備      ・文化財・石造物と     
・水質浄化               ・散歩道と生活道路の分離      周辺整備に対する保全
・減反水田の活用            ・宅地、保全地域の区分    ・年中行事のＰＲ      
・後継者育成支援            ・マナーの普及とＰＲ         と他地域との交流  
・樹林保全のための法制度導入と樹林管理 
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 ３-２ 生物モニタリング調査の実施 （重点プロジェクト②）      

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

 

 

 
 

 平成 17年度実施状況  
 
市民が調査員となって市・教育機関等が連

携・協力しながら市内全域のモニタリング調査

を実施し、「身近な生き物マップ（鳥類編）」

を取りまとめました。 

これは平成 15 年度の「トンボ編」、平成

16 年度「魚類・両生類編」に続くもので、平

成17年度には夏・冬 延べ 114名の方々に参

加をいただきました。このモニタリング調査で

は、サシバやフクロウなどの年々減少しつつあ

る種など62種もの発見があり貴重な情報とな

ったほか、市民への自然環境に対する啓発がは

かられたと考えています。 

 

項  目 内  容 

調査期間 
夏：平成17年７月16日 ～ ８月 31日 

冬：平成17年 12月 23日～平成18年 1月 22日 

対象種 鳥類 

調査した生き物 
夏：ツバメ類、サギ類、カワセミ、シジュウカラ 

冬：ジョウビタキ、カモ類 

参加人数 夏：55名 冬：59名 延べ 114名 

 

 平成 18年度の予定  
 
平成 18年度は、昆虫類を対象にしたモニタリング調査を実施します。今後も調査の対象種を

変えながら、事業を継続していく予定です。結果については 12月末を目途に「身近な生き物マ

ップ（トンボ・チョウ編）」として取りまとめ、インターネット、ホームページ等で公開する予定

です。 

項  目 内  容 

調査期間 平成 18年７月21日 ～ ８月 31日 

対象種 昆虫類 

調査する生き物 トンボ（4種）、チョウ（2種） 

谷津田環境をはじめとした貴重な自然環境を守っていくため、市内に生育・生息するさまざま

な生き物を毎年モニタリングし、地域の自然環境や変化を把握していきます。また、市民の方々

が生き物とふれあうことで、自然への関心や保全への理解を深める機会を創出します。 

（サギ類 夏 調査結果） 
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 ３-３ 町営塵芥焼却場跡地の環境調査の推進 （重点プロジェクト③）     

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

 

 

 

 

 

 平成 17年度実施状況  
 
焼却場跡地場内の観測井（６本）、場外の観測井（５本）、湧水２箇所、池１箇所、既設 
井戸１箇所の水質調査と、臭気及

び湧出ガス調査を実施しました。 
場外の観測井は、県の指導によ 
り平成 17年度に設置しました。 
調査結果からは、現状の焼却場

跡地での地形の改変を行わない

限り、直ちに周辺環境への悪影響

を及ぼす危険性は低いことが分

かりました。 
 
 

 

 

 

調査の風景 

 

 平成 18年度の予定  
 
 敷地周辺の将来的な環境保全のため、モニタリング調査を継続し、経年変動を把握していく予

定です。また、あわせて対策工及び対策時期の検討も行っていきます。 

  

 モニタリング調査項目 調 査 の 摘 要 

臭気分析 場内観測井４箇所 

湧出ガス測定（ ３項目） 場内観測井４箇所 
夏
季 

水質分析  （２６項目） 
場内観測井６箇所、場外観測井5箇所、湧水２箇所、池１箇所、 

場内既設井戸１箇所 

冬
季 水質分析  （２６項目） 場外観測井5箇所 

町営塵芥焼却場（竹袋焼却場）は、現在、焼却場・廃棄物の埋立地となっていますが、埋立て

された廃棄物は現存し、廃棄物の流出や地下水への滲出
しんしゅつ

などといった周辺環境への影響が懸念

されています。周辺住民への不安を取り除くため、水質や土壌の環境調査を実施し、将来にわ

たり周辺環境を保全していきます。 
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 ３-４ 生ごみ減量堆肥化の推進 （重点プロジェクト④）      

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

 

 

 

 

 平成 17年度実施状況  
 
生ごみ処理容器などを購入した家庭への補助金交付を継続実施し、平成 17 年度は、新たに 79

基の購入補助を行い、これまでの累積設置基数は 1,996 基になりました。なお、「生ごみ処理容

器等購入費補助金制度※」に関する PR は、広報いんざい（３回掲載）やホームページ等を通じて

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：生活環境課 
 

 平成 18年度の予定  
 
広報やホームページ等を通じて「生ごみ処理容器等購入費補助金制度※」の普及・啓発活動を行

います。また、生ごみ処理機でできた生成物の回収を行います。 

 

 

 

 
 
 

※印のついている用語の詳細については、資料編P.58以降の用語解説を参照下さい。 

 

コラム ～ 生ごみ処理容器等を購入すると補助金が交付されます ～ 
 

生ごみ処理機 ：購入額の2/3に相当する額を補助。（ただし、限度額は40,000円とする）

生ごみ処理容器：購入額の2/3に相当する額を補助。（ただし、限度額は 3,000円とする）

※ 一般的に４人家族から出る生ごみは、１日平均約700gと言われており、生ごみ処理機の
機種にもよりますが、生ごみを1/4から 1/10程度に減容できます。 

【 問合せ先：生活環境課 クリーン推進班 電話：0476-42-5111 内線 364 】

家庭からでる燃やせるごみは、ごみの総排出量の大半を占めています。その中でも、生ごみの

割合は大きく、ごみの排出量を減らしていくためには、生ごみの堆肥化を積極的に進めていく

必要があります。 

376
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 ３-５ 印西市環境マップの作成 （重点プロジェクト⑤）      

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

 

 

 

 

 平成 17年度実施状況  
 
■ 身近な生き物マップの作成 

生物モニタリング調査を通じて市内全域の鳥類の生息状況を把握し、その結果を「身近な生き物

マップ（鳥類編）」として取りまとめました（重点プロジェクト②参照）。 

 

■ 環境情報の集積 

広報いんざいを通じて市内に残っている湧水や巨樹・巨木林の情報を募集しましたが、平成 17

年度は情報がほとんどありませんでした。 

 

 

 

 平成 18年度の予定  
 
■ 身近な生き物マップの作成 

市内に生息する昆虫類（トンボ・

チョウ編）の生息状況に関する調査

を実施し「身近な生き物マップ」と

して取りまとめます。 

 

■ 環境情報の集積 

   平成 17 年度に引き続き、湧水・

巨樹・巨木林に関する情報を収集し、

環境マップ作成準備を進めます。 

 

印西市には、樹林地や農地、水辺、歴史文化財などの環境資源が残されており、市内の特徴を

もっと知りたいという声が聞かれています。市民からの情報を集積するとともに、マップの作

成を通じて市民・事業者等への情報提供、活用を目指していきます。 

 

・・・ 「 生き物 編 」 
○ 動物の分布 
○ 植物の分布 など 

 

・・・ 「 水との親しみ 編 」 
○ 河川の分布 

○ 湧水の分布 

○ 親水施設の分布 など 

・・・ 「 ベースマップ 」 
 
○ 交通網 など 

・・・ 『 印西市環境マップ 』 

・・・ 「 身近な緑 編 」 
      ○ 樹林地の分布 

      ○ 農地の分布 
○ 公園の分布 
○ 道路沿いの植栽の分布 など 

・・・ 「 歴史的文化的環境 編 」 
○ 指定文化財の分布 
○ 巨樹・巨木※の分布 など 

 

『 印西市環境マップ 』のイメージ 

○ 指定文化財の分布 

○ 巨樹・巨木の分布 など 
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 ３-６ 印西市環境行動指針の作成 （重点プロジェクト⑥）    

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

 

 

 

 

 平成 17年度実施状況  
 
平成16年度に引き続き、環境推進市民会議で行動指針の内容等を検討し、カレンダー形式で「印

西市環境行動指針（市民編）（以下、「市民編」とする）」を作成しました。また「市民編」を全

戸配布することで、普及啓発を図るとともに、この eco カレンダーに付いている環境家計簿の回

収、エコ診断票の作成を行い、環境家計簿提出者へ配布しました（平成17年度回収枚数：17枚、

CO2年平均排出量：4085kg）。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 18年度の予定  
 
平成17年度に引き続き、環境推進市民会議、環境推進事業者会議を開催する予定であり、「平

成19年度版 印西市環境行動指針」の作成、配布により、市民の環境行動につなげていきます。 

日常生活や事業活動などによる環境負荷の影響により、地球温暖化やオゾン層の破壊など地球

規模の環境問題にまで発展しています。環境にやさしい行動をとることが求められており、市

民・事業者は自ら意見やアイディアを出し、環境行動指針の作成につなげます。 

○○ さん家の診断結果 ○○ さん家のエネルギー使用量 と印西市の月別エネルギー使用の目安との比較

　提出していただいたシートをもとに、エネルギーごとの使用量、光熱費、ＣＯ２排出量の月

別データを整理しています。光熱費、ＣＯ２排出量ともに、参加して頂いた方々の平均値に近

い値になっています。

　「国民行動の目安」を参考にするとＣＯ２排出量を10％削減するために、 ○○ さん家

では 188 ㎏削減することが目標となります。

１年間で使用した量です

平成17年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

電気（ｋWｈ） 219 203 166 204 221 228 242 221 271 390 285 339 2,989

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ（㎥） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都市ｶﾞｽ（㎥） 29 22 16 11 12 8 14 16 42 70 52 52 344

灯油（ℓ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｶﾞｿﾘﾝ（ℓ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

軽油（ℓ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水道（㎥） 0 27 0 26 0 26 0 21 0 24 0 23 147

備考）光熱費平均とは、平成17年度にエコ診断に参加いただいた市民の皆さんの平均値です。

136,651 295,071

1,884 4,085

光　熱　費

ＣＯ２を減らすヒント！

・・・１年間で 円 掛かっています。（参加者の平均

・・・１年間で kg 排出しています。（参加者の平均
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ＣＯ2排出量

エネルギーごとの使用量

　平成17年2月には「京都議定書」が発効し、温
暖化防止に向けて国際社会が重要な一歩を踏み出し

ました。日本は、温室効果ガス排出量を2008～

2012年の間に1990年レベルの6％削減するた

め、「京都議定書目標達成計画」を策定しており、

その達成に向けた「国民行動の目安」が地域ごと

（北海道、関東、九州）、モデル世帯ごと（戸建・

集合住宅、世帯人数）に定められています。

　なお、この目安は個人、企業、各種団体等が様々
な角度（季節変動を加味したエネルギー消費量の目

安等）からエネルギー利用実態に見合った身近な目

安を作成できることとしています。

   『 国民行動の目安
　　　（2002年度⇒2010年
度）』

  家庭（世帯）におけるエネルギー
      消費量の削減率   約10％削減

参　考

電気

都市ガス（プロパンガス使用のお宅は、国民行動の目安がないため、月別エネルギー使用の目安と比較できません。）

備考1）国民行動の目安（関東地方の戸建住宅と集合住宅の平均値、月間値）を年間値に換算し、平成17年度の印西
　　　市における電気、都市ガスの月別割合をかけることで、印西市の月別エネルギー使用の目安としました。
備考2）国民行動の目安とは、『京都議定書の削減約束に向けた「国民行動の目安」について（経済産業省資源エネ
　　　ルギー庁、環境省地球環境局）』により目安とされた、電力・都市ガスのモデル世帯ごとの実績値（2002年
　　　度）と、削減目標の目安（2010年度）となる値を示したものです。

      省エネ行動は、ＣＯ２を減らし、家計も節約できます。

１世帯当たり

節約額

約31kg／年 約2,000円／年

約185kg／年 約8,000円／年

約39kg／年 約2,000円／年

約87kg／年 約6,000円／年

約65kg／年 約4,000円／年

約17kg／年 約5,000円／年

約31kg／年 約2,000円／年

約240kg／年 約11,000円／年

約58kg／年 -

約13kg／年 約1,000円／年

出典：「一人ひとりの地球温暖化対策」環境省

行　　動　　例
１世帯当たり

ＣＯ２削減量

 冷房を１℃上げる、暖房を１℃下げる

 週２日、往復８kmの車の運転をひかえる

 １日５分間のアイドリングストップを行う

 待機電力を９０％削減する

 シャワーを１日１分、家族３人が減らす

 風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

 炊飯器の保温を止める

 家族が同じ部屋で団らんして過ごす

 買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜などを選ぶ

 テレビ番組を選び、１日１時間テレビ利用を減らす

　全ての行動を実行すると、年間で１世帯あたり766㎏のCO2を削減する

ことができるばかりでなく、年間で41,000円も節約することができます。

円）

kg）

備考1）CO2排出量平均とは、平成17年度にエコ診断に参加いただいた市民の皆さんの平均値です。

備考2）CO2排出量は、エネルギーごとの使用量に排出係数を掛けて算出しています。

　　　排出係数（電気：0.36、都市ガス：2.1、プロパンガス：6.3、水道：0.58、ガソリン：2.3、軽油：2.6、灯油：2.5）
　　　　なお、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令の一部を改正する政令」が平成18年４月１日に施行され、電気の
　　　排出係数が「0.555」へ変更されましたが、本エコ診断表は平成17年度データの集計のため、「0.36」としました。

環境家計簿提出者に配布 

エコ診断票の作成 

環
境
家
計
簿
の
回
収 


